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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・8/24(金)　13：30～五日市規様　地域復帰支援検討会（参加予定：木村）

　プレミーティングは13:15から行う予定。

・8/30(木)31(金)　17：30～18:30　第2回法人研修　場所：メンタルケア病棟4階

　テーマ「上手な自己表現とメンタルヘルス」　講師：小嶋彩香TOL

・8/21(火)22(水)17:10～18:10　看護グループ内研修　対象：看護・介護スタッフ全員

　テーマ「救急対応について」　講師：宮澤Ns、鳥谷部Ns、谷川Ns、木村Ns、畑中Ns、新山Ns

・8/24(金)　11:10～11:40　17:10～17:40　看護グループ内研修　対象：介護中級・上級

　テーマ「精神疾患からくる生活障害」　講師：藤原百合子Ns

· 医療機能評価に向けて、カルテ整備・環境整備（特に詰所）に努めること。

＜利用者様情報＞

· 高島吉太郎様～食事摂取量の低下が見られている。1ヶ月で3.5ｋｇの体重減少あるため、

青風荘スタッフが補食となるゼリー飲料などを購入してくる予定。

· 袴田　淑子様～本日、部分入れ歯を外して洗浄するように声かけをすると、本日は部分入れ

歯を忘れてきたと話す。痛みがある場合は再度、歯科受診することになって

いるため、単に忘れただけか、痛みがあって入れたくないのかを確認し、情

報提供していく。

・　松林　政道様～昨日も「下痢が止まらない」と不調訴え、ナイトケアを休む事連絡ある。

お盆以降、身体的な不調が続いているが、外来受診や幸房、ナイトケアへの

連絡は欠かしていない様子。しかし一人暮らしで、生活の様子なども気にな

る為、青明舎に情報提供していく。

· 八木橋　牧雄様～昨日、来所後から表情硬く「ずっと頭が痛いんだよ」と話し、欠席を希望

されている。うみねこ幸房利用時から頭痛があったとのことだが、我慢し

ていた様子。体温36．7℃で発熱はみられない。今日は早めに休むよう伝

え、帰宅されている。

· 細越　定生様～本日、いつもスクーターを停めている駐輪場がいっぱいで、スクーターを停

められなかったとのことで、「本部の柱と柱の間に停めてきた」と話す。駐車

場の空いている場所に停めることになっていたのでは？とスタッフが確認す

ると、「どこでもと言われても、具体的に教えてもらわないとわからない。報

告はしましたから！」と一方的に話しを切り上げてしまうことある。情報の

行き違いがあると本人の怒りと混乱を招くことになるので、担当スタッフへ

情報を流し、いつもの駐輪場が空いていない場合に、どの場所に停めたらよ

いか、具体的に指示しておくことが必要であることを伝える。

＜事例検討＞

岩城　敏夫様（73）主治医：千葉良Dr　主：統合失調症　ペースメーカー使用
現　症

被害妄想

【目　標】

長　期

趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。いずれは、展覧会に絵を出展したい。

中　期

絵を描き続けるために健康的な生活を送る。
短　期

①血圧やペースメーカーに配慮し、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。

②認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。

実施計画

①身体不調や不安感を訴えた際は傾聴し本人の希望にそうように対応して行く。血圧に関しても時間ごとに測定をして安心感を持てるようにする。

②認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴し、対応する。

【最近の様子と評価】

· お盆後、妹様の面会あり。差し入れがあった様子。妹様は本人の描く絵を認めておらず、展覧会などへの出品は反対している(本人談)。

· 健康的な生活を送る為に、運動プログラムの参加は欠かしていない。

· ペースメーカ-が入っている方の胸を気にして感触を確かめていたり、腕の上げ下げをゆっくりとおこなって、配慮しながら生活している様子がうかがえる。

· 認知症予防を意識して、プログラムにも積極的。デイナイト出席率は100％、プログラムもサボる事はなく必ず参加。

· 血圧の低さを気にしすぎてしまうので、具体的な数値は目で確かめてもらいつつ、こちらで「問題ない」と伝えて、本人の不安を煽らないようにする事が望ましい。

· 被害的な訴えは毎日のようにある。北島三郎の歌の歌詞をメモして「これはワの書いた歌だ、どうにかなんねーか」「物がなくなった」「持っていかれた」など。しかししつこく訴えたり行動化することはない。

【今後】

　今の目標を継続していき、本人が望む生活が長く続けていけるよう援助していく。

＜外来情報＞

· 本多　富美様～暑さの為、水風呂に入っているとのこと。飲酒はしていないと話す。

· 大久保康弘様～暑さでの不調はないと話す。

· 八木橋牧雄様～飲酒はしていないとのこと。喫煙回数を減らしたいが、なかなか減らないと

話す。

· 鈴木　茂子様～帯状疱疹とのことだが、状態は未確認である。

· 菅野　勝利様～栄養指導実施している。

